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 売上高は0.9％減の1,106億円となりました。

 国内は、市場別の取り組みが奏功し、消耗品・保守サービス事業も好調に推移
したことから、2.4％増の830億円となりました。

 海外は、円高の影響により、全ての地域、全ての商品群で減収となり、9.7％減
の276億円となりました。現地通貨ベースでは、3％増加しました。

 粗利率は円高の影響により低下しました。富岡工場の生産性は引き続き向上し
ています｡販売管理費は人員の増強や研究開発投資により増加し､営業利益は
53億円となりました。経常利益は為替差損益が差益に転じ60億円、純利益は
38億円となりました。
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 生体計測機器は1.7％減の260億円、

生体情報モニタは前期並みの372億円、

治療機器は5.5％減の209億円、

その他は2.6％増の264億円となりました。

 医療機器と消耗品・保守サービスの割合では、国内外での消耗品事業の強化
を受け、消耗品・保守サービスの割合が46.1％へ増加し、安定収益につながっ
ています。
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 国内売上高は20億円増の830億円となりました。

 営業組織体制を再編し、急性期病院、中小病院、診療所といった市場別の取り
組みを強化するとともに、消耗品・保守サービス事業の拡大に注力した結果、売
上を伸ばすことが出来ました。

 私立病院､診療所市場が好調に推移し、官公立病院市場も売上を伸ばすことが
出来ました。大学市場は、下期に入って予算執行の抑制や延期が見られ、減収
となりました。

 生体計測機器では、心電計群、診断情報システム、脳神経系群は前期を下回り
ましたが、心臓カテーテル検査装置群が好調に推移しました。

 生体情報モニタでは、私立病院、官公立病院を中心に、医用テレメータ、送信機
が好調だったほか、センサ類など消耗品も売上が増加しました。

 治療機器では、人工呼吸器、ペースメーカ・ICDは好調でしたが、AEDが更新需
要の鈍化により低調に推移しました｡AEDについては需要回復が弱く､通期計画
を44,000台に変更しました。

 国内の市場環境は､私立病院､診療所が引き続き好調に推移しています｡大学､
官公立病院では、下期に入って予算執行の動きが遅い印象でしたが、1月から
漸く動き始めており、期末に向けて営業活動に注力してまいります。



Ⓒ Copyright  NIHON KOHDEN CORPORATION  All Rights Reserved    5

 海外売上高は29億円減の276億円、海外売上高比率は25％となりました。現地
通貨ベースでは、3％増加しました。

 米州では、米国は現地通貨ベースでは脳神経系群、生体情報モニタを中心に
好調に推移したものの、AEDの出荷の遅れにより、社内計画を下回る伸びにと
どまりました。AEDは、デフィブテックが2016年秋から自社生産を開始し、当初

は出荷に遅れが生じましたが、現在は解消しています。中南米は、販売組織再
編に伴う商流変更の影響により、前期を下回りました。受注は好調に推移して
おり、第3四半期に入って増収に転じています。なお､メキシコ､ブラジルは12月
決算であり､ほぼ計画どおりの進捗ですが､ブラジルについては現地通関の遅
れなどにより下回る可能性があります。

 欧州では、第3四半期に入って受注は回復傾向にあるものの、主要国のドイツ
が低調に推移しました。

 アジア州では、原油安の影響でサウジアラビア、UAEといった産油国は低調で

したが、東南アジア、インドが好調に推移しました。中国も現地通貨ベースでは
前期を上回りました。なお、中国は12月決算であり、通期は円ベースで二桁の
減収、現地通貨ベースで一桁半ばの増収の見通しです。
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 減価償却費は4千万円減の24億円、研究開発費は4億円増の44億円となりまし
た。

 減価償却費、研究開発費ともに、通期は計画どおりを見込んでいます。
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 第3四半期の実績および最近の業績動向を踏まえ、通期の業績予想を修正しま
した。全体の売上高は前回予想を25億円下回る、1,680億円に修正しています
。

 国内では、大学、官公立病院市場において期末の大口商談が前期よりも少なく
、予算の抑制・延期の動きが見られることから、1,240億円に見直しました。私立

病院、診療所市場は好調を維持すると見ており、消耗品・保守サービス事業も
引き続き拡大を目指します。

 海外売上高は440億円、現地通貨ベースで12％の増収に見直しています。

 米州は概ね計画どおりを見込んでいます｡米国では受注は好調に推移している
ため､通期は計画どおり現地通貨ベースで二桁成長を見込んでいます｡現地の
販売・サービス網を強化するとともに、新製品の投入により生体情報モニタのラ
インアップが拡充しており、著名病院での商談が増えています。中南米も、ほぼ
計画どおりを見込んでいます。

 欧州はドイツの販売回復が弱いこと、アジア州は韓国、インドが2016年末から

の政治・金融の混乱の影響が懸念されることから、前回予想を下回る見通しで
す。

 その他地域に含まれるエジプトでは、生体情報モニタ、除細動器の大口商談を
受注していますが、2017年1月に売上計上の予定です。
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 売上高が前回予想を下回る見通しのため、営業利益は155億円に修正しました
。

 開発から生産に至るまでのコストダウンに努めるとともに、グループ全体での経
費管理を強化し、販管費の伸びを抑制してまいります。一方で､人員増強など､
将来の成長に必要な投資は業績動向を勘案しつつ､継続します。通期の粗利率
は前期並みかやや低下する見通しです。

 経常利益は、為替差益の計上により、前回予想と変わらず160億円の見通しで
す｡

 純利益は、第4四半期に特別損失の計上を見込んでいることから、103億円に
見直しました。

 売上、利益ともに少しでも上乗せできるよう、努めてまいります。
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 商品群別の売上高見通しについては、ご覧のとおりです。

 国内は、生体情報モニタと、AEDを含む治療機器などを引き下げています。

 海外は、AEDを含む治療機器、検体検査装置を含むその他商品群を引き下げ
ています。



Ⓒ Copyright  NIHON KOHDEN CORPORATION  All Rights Reserved    10


